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研究分野：素粒子論 

科研費の分科・細目：（分科）物理学・（細目）素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理 

キーワード：素粒子論、計算物理、格子場の理論、格子超対称性 

 
１．研究計画の概要 

(1) 格子上のライプニッツ則について考察

する。１フレーバーおよび過自由度（多フレ

ーバー）の理論での局所性とライプニッツ則

との関係を確認する。そのために格子上での

場の積と差分演算子を定義する。格子場同士

の積の定義と差分の定義の一般化を行なう。 

(2) 多フレーバーの実現方法として、行列的

な実現、高次元理論および高階微分理論の表

現があり、その具体的な理論（場と作用およ

び超対称変換）の構築に向かう。 

(3) 超対称な理論の構成によって物理量を

計算する。 

２．研究の進捗状況 
上記の計画の概要の順番（番号）に沿って述
べる。） 
(1) 1 フレーバーの理論では、並進不変で局
所的にライプニッツ則を満たすことができ
ないことが、我々の研究で初めて明らかにさ
れた。多フレーバーへの拡張の研究は続行中
であるが、概ね成果が出ており、まとめてい
る最中である。 
(2) 多フレーバーの理論のうち、行列表現で   
は超対称性を実現できているが、無限フレー
バーでの表現になっている。局所性を保ちつ
つ、有限フレーバーに落とすことは未だでき
ていない。また、高次元格子理論においては、
超対称性の実現はまだであるが、研究の副産
物として、高次元固有な新しい対称性を見つ

けた。また、高階微分理論の解析も行なって
いる最中である。 
(3) 未だ相互作用を持つ非自明な格子超対
称な理論を構成できていないので、物理量の
計算まで至っていない。 
 
３．現在までの達成度 
 
② おおむね順調に進展している。 
（理由）未だ、非自明な相互作用をする理論
の構築に至っていないが、ライプニッツ則に
関しては、１フレーバーも多フレーバー（過
自由度）の場合も理論的に詰められてきてい
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は、 
(1) 過自由度理論で厳密な超対称性を実現
した唯一つの例での行列表現において、自由
度を局所性と矛盾せずに落とすこと。 
(2) 従来のライプニッツ則を違った表現に
直しこと。 
(3) 高次元理論の真空構造から、超対称性
（フェルミオン、ボソン）の物理的な情報を
取り出すこと。 
(4) 高階微分理論の可能性を追求すること。 
 
に従って、研究を続行するつもりである。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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